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うきは市議会だより No.69

　令和 4年 4月 30日発行

3月定例会
会 
期　

令
和
４
年 

３
月
４
日
〜
３
月
23
日  （
20
日
間
）

【
上
程
さ
れ
た
議
案
】

◇
報　

告
（
専
決
処
分
の
報
告
）   

・
・
・
・
・
・
１
件

◇
承　

認
（
専
決
処
分
の
承
認
）   

・
・
・
・
・
・
２
件

◇
議　

案
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
24
件

◇
陳　

情
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

◇
追
加
議
案
（
議
案
４
件
、
発
議
１
件
、
意
見
２
件
） 

７
件

３
月
定
例
会
（
令
和
４
年  

第
１
回
定
例
会
） 

主
な
議
案

　

今
回
の
３
月
定
例
会
は
、

令
和
４
年
度
の
市
長
の
市
政

運
営
方
針
を
受
け
て
の
審
議

が
中
心
で
し
た
。

　

市
長
の
市
政
運
営
方
針
の

柱
は
、  

①「
新
し
い
生
活
様

式
」
を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く

り
、 

②『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』と
『
脱

炭
素
化
』
持
続
可
能
な
地
域

社
会
づ
く
り
、 

③
女
性
が
輝

く
ま
ち
づ
く
り
、  

④
地
域
経

済
の
好
循
環
を
目
指
し
て
、

⑤
人
材
育
成
と
い
う
５
つ
の

柱
の
も
と
に
取
組
み
を
進
め

る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
市
政
方
針
に
見

合
っ
た
予
算
編
成
と
な
っ
て

い
る
の
か
、
予
算
が
効
率
的

か
つ
効
果
的
に
配
分
さ
れ
て

い
る
の
か
、
慎
重
に
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、

う
き
は
市
内
に
お
い
て
も
１

月
中
旬
以
降
急
速
に
感
染
者

が
拡
大
し
、
未
だ
収
束
が
見

通
せ
な
い
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
。
更
に
、
感
染
拡
大

の
影
響
は
市
内
の
地
域
経
済

に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
状
況
の

中
、
今
回
も
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
防
止
対
策
や
困
窮
者
に
対

す
る
給
付
金
等
の
補
正
予
算

並
び
に
新
年
度
予
算
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
５
期
の
市
議
会
議
員
と

し
て
は
任
期
中
最
後
の
議
会

と
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
全

て
の
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に

審
議
を
行
い
、
全
議
案
可
決

い
た
し
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
２
１

８
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
を
１
７
８
億
41
万
円

  

■
一
般
会
計
補
正
予
算

と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
予
算
の
主
な
も
の
と

し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
の
防
止
策
や
給
付
金
等

の
支
援
策
に
よ
る
補
正
が
主

な
補
正
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

主
な
歳
出

総
務
管
理
費

１
億
８
６
７
９
万
円
の
増
額

　

地
方
交
付
税
の
余
剰
金
を

財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て

る
も
の
で
す
。

農
業
費

　
　

４
８
６
１
万
円
の
増
額

　

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

費
補
助
金
、
み
ど
り
の
食
糧

シ
ス
テ
ム
戦
略
緊
急
対
策
事

業
費
補
助
金
、
た
め
池
劣
化

状
況
評
価
業
務
委
託
料
な
ど

国
の
補
正
予
算
に
よ
り
、
３

つ
の
事
業
に
つ
い
て
増
額
さ

れ
ま
し
た
。
事
業
費
は
全
額

繰
越
し
て
、
事
業
は
令
和
４

年
度
に
実
施
予
定
で
す
。

住
宅
費

　
　

１
７
９
６
万
円
の
減
額

　

高
見
団
地
建
て
替
え
工
事

の
事
業
費
に
つ
い
て
、
事
業

費
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
る

減
額
で
す
。

社
会
福
祉
費

　
　

３
９
０
３
万
円
の
減
額

　

移
動
販
売
事
業
者
支
援
金

や
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ

る
低
所
得
者
・
生
活
困
窮
者

へ
の
相
談
業
務
等
に
つ
い
て

は
増
額
さ
れ
ま
し
た
が
、
介

護
保
険
広
域
連
合
会
へ
の
負

担
金
の
減
額
、
地
域
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
不
採
用
等
に

よ
る
減
額
に
よ
り
、
全
体
的

に
は
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

児
童
福
祉
費

　
　

１
５
８
８
万
円
の
減
額

　

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特

別
給
付
金
と
子
ど
も
医
療
対

策
費
が
大
幅
な
減
額
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
新
規
に
、
保

育
士
や
放
課
後
児
童
支
援
員

等
へ
の
処
遇
改
善
臨
時
特
例

事
業
補
助
金
が
増
額
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
保
育
所
や

認
定
子
ど
も
園
、
学
童
保
育

所
に
勤
務
す
る
職
員
を
対
象

に
、
収
入
を
約
３
％
程
度
引

き
上
げ
る
た
め
の
措
置
を
実

施
す
る
も
の
で
す
。
負
担
は

全
額
国
庫
負
担
と
な
り
ま
す
。
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■
市
有
財
産
の
貸
付
け
に
つ
い
て

  

■
条
例
の
制
定
・
改
正

  

■
陳
情
・
意
見
書

  

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

  

■
辺
地
に
係
る
総
合
計
画

　  

の
変
更
に
つ
い
て

保
健
衛
生
費

　
　

１
３
４
１
万
円
の
減
額

　

予
防
接
種
委
託
料
、
総
合

健
診
委
託
料
、
妊
婦
一
般
健

診
委
託
料
が
実
績
に
よ
り
減

額
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

教
育
総
務
費

　
　

２
２
８
８
万
円
の
減
額

　

幼
稚
園
施
設
等
利
用
費
及

び
預
か
り
保
育
事
業
利
用
費

に
つ
い
て
は
、
利
用
人
数
が

把
握
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

見
込
み
に
よ
り
予
算
化
し
て

い
た
が
、
実
績
に
よ
り
減
額

と
な
る
も
の
で
す
。

小
学
校
費
及
び
中
学
校
費
の

学
校
管
理
費

　
　
　

９
９
０
万
円
の
増
額

　

小
・
中
学
校
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
踏
ま
え
た
、児
童
・

生
徒
の
学
習
保
障
等
の
支
援

と
し
て
増
額
す
る
も
の
で
す
。

内
訳
と
し
て
は
、
消
耗
品
費

及
び
備
品
購
入
費
と
し
て
活

用
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

旧
小
塩
小
学
校
の
土
地
・

建
物
に
つ
い
て
、
契
約
締
結

日
か
ら
５
年
間
無
償
で
貸
し

任
期
：
令
和
４
年
５
月
24
日

　
　

〜
令
和
８
年
５
月
23
日

　

令
和
２
年
度
〜
５
年
度
ま

で
に
お
け
る
辺
地
に
係
る
公

共
的
施
設
の
総
合
整
備
の
た

め
の
財
政
上
の
特
別
措
置
の

関
係
で
、
総
合
計
画
を
見
直

す
も
の
で
す
。

付
け
る
も
の
で
す
。

貸
付
の
相
手
方

   「
株
式
会
社
ぱ
す
て
る
Ｕ
」

活
用
方
法
：
運
動
場
・
校
庭

の
一
般
開
放
、
地
域
観
光
に

つ
な
が
る
事
業
者
等
へ
の
教

室
の
貸
出
し
、
ア
ウ
ト
ド
ア

用
品
店
の
誘
致
、
宿
の
予
約

受
付
・
観
光
案
内
な
ど
、
複

合
施
設
と
し
て
の
活
用
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
条
例
の
一
部
改
正

が
数
多
く
提
案
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

関
係
す
る
主
な
条
例
の
み
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
う
き
は
市
犯
罪
被
害
者
等

支
援
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
及

び
福
岡
県
犯
罪
被
害
者
等
支

援
条
例
の
理
念
に
基
づ
き
、

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
を
総

合
的
に
推
進
し
、
犯
罪
被
害

者
が
受
け
た
被
害
の
回
復
及

び
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
す
。

○
う
き
は
市
行
政
組
織
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

組
織
機
構
改
革
に
伴
い
、

う
き
は
市
行
政
組
織
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

處　愛美さん處　愛美さん
ところ　    かなみところ　    かなみ

　

ま
た
、
こ
の
行
政
組
織
の

機
構
改
革
に
よ
り
、
う
き
は

市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

も
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
う
き
は
市
子
ど
も
医
療
費

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　

子
ど
も
医
療
費
の一
部（
３

歳
以
上
就
学
前
の
通
院
費
）

を
無
料
化
に
す
る
た
め
の
条

例
改
正
で
す
。
こ
の
こ
と
で
、

６
歳
未
満
の
子
ど
も
に
つ
い

て
は
医
療
費
が
全
て
無
料
と

な
り
ま
し
た
。
令
和
５
年
１

月
よ
り
実
施
と
な
り
ま
す
。

○
う
き
は
市
消
防
団
員
の
定

員
、
任
用
、
給
与
、
分
限
及

び
懲
戒
、
服
務
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

消
防
庁
か
ら
非
常
勤
消
防

団
員
の
報
酬
等
の
基
準
が
示

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
う
き

は
市
の
条
例
も
一
部
改
正
す

る
も
の
で
す
。
報
酬
額
は
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、
出
動
報
酬

（
火
災
・
風
水
害
・
地
震
・
捜

索
・
訓
練
等
）
と
し
て
日
額

８
０
０
０
円（
時
間
割
あ
り
）

が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
分
団
に
支
払

わ
れ
て
い
た
団
員
報
酬
が
個

人
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

○
市
議
会
議
員
、
特
別
職
、

う
き
は
市
職
員
の
給
与
や
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
の
人
事
院
勧

告
及
び
近
隣
市
の
状
況
を
踏

ま
え
、
市
議
会
議
員
並
び
に

特
別
職
の
期
末
手
当
支
給
額

が
、
０
．
１
0
月
減
額
さ
れ

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
市
職

員
に
つ
い
て
は
、
０
．
１
５

月
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

【
陳
情
】

▽
市
民
と
の
意
見
交
換
の
場

充
実
の
た
め
の
議
会
基
本
条

例
第
７
条
の
改
正
、
市
民
に

よ
り
開
か
れ
た
議
会
の
た
め

の
全
員
協
議
会
等
の
公
開
性

 

・
情
報
公
開
等
の
充
実
改
善
、

及
び
議
会
図
書
室
の
充
実
と

市
民
の
閲
覧
利
用
に
つ
い
て

の
陳
情

　

願
意
妥
当
と
認
め
、
趣
旨

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

【
意
見
書
】

▽
中
国
政
府
に
よ
る
新
疆
ウ

イ
グ
ル
自
治
区
な
ど
の
人
権

侵
略
に
関
す
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

▽
ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

か
ら
の
即
時
無
条
件
撤
退
と

核
兵
器
使
用
禁
止
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

い
ず
れ
の
意
見
書
に
つ
い

て
も
、
全
会
一
致
で
可
決
と

な
り
ま
し
た
。

小塩小学校跡地

税 

務 

課

住
民
税
係

資
産
税
係

徴
収
対
策
室

徴
収
対
策
係

現
行

現
行

改
正

改
正 税 

務 

課

（
徴
収
対
策
室
）
住
民
税
係

資
産
税
係

徴
収
対
策
係

住
環
境

　

建
設
課

公
共
土
木
係

建 

築 

係

建
設
管
理
係

上
下
水
道
管
理
係

上
下
水
道
工
務
係

水
資
源

　

対
策
室

水
資
源
対
策
係

建 

設 

課

公
共
土
木
係

建 

築 

係

建
設
管
理
係

水
環
境
課

上
下
水
道
管
理
係

上
下
水
道
工
務
係

水
資
源
対
策
係



  令和4年度　一般・特別会計　予算額

国民健康保険

予算額 ３７億８６４６万円

前年度対比
（増減額） ▲６４３６万円

増減率（％）

会計区分
特別会計

一般会計

１５８億１０７０万円

後期高齢者医療 自動車学校

５億７１０万円 １億５３３４万円

２８５万円 ２０７９万円

▲０.４% ０.１% ０.１% １５.７%

６６７万円

4

歳入予算
158億1070万円

予算特別委員会
　令和4年度の一般会計は、歳入歳出の総額が158億1070万円となりました。令和3年度当初予
算と比較して6436万円、0.4％の減額となりました。令和4年度は、ワクチン接種等の新型コロ
ナウイルス感染症対策、若年層の人口減少対策、デジタル化や脱炭素化への対応などが予算計
上されています。

うきは市議会だより No.69

　令和 4年 4月 30日発行

◆市税（17.9％）
　市民税、固定資産税、軽自動車税など、
　市民のみなさんが納められる税金 
◆繰入金（10.6％）
　基金から、一般財源に繰り入れるお金
◆繰越金（0.9％）
　令和2年度から繰越しているお金
◆諸収入（2.0％）
　市の預金利子や貸付金元利収入、雑入
　など
◆寄附金（2.8％）
　ふるさと納税などの寄附金
◆分担金及び負担金（1.7％）
　いろいろな事業を行った際の地元負担
　金など
◆財産収入（0.8％）
　市の所有する資産等を売却して得たお
　金等

◆地方交付税（30.5％）
　行政の格差をなくすために、国から支
　給されるお金
◆国・県支出金（23.9％）
　補助事業を行った際の国や県からの補
　助金
◆市債（3.8％）
　市が借りるお金
◆地方譲与税（1.0％）
　森林環境譲与税など
◆その他各種交付金（4.1％）
　地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交
　付金などの交付金 

一般会計
歳入合計
158億
1070万円

自
主
財
源

依
存
財
源

市税
28億3523万円

繰入金
16億
6984万円

繰越金 1億5000万円

諸収入 3億1233万円

寄付金 4億3801万円

分担金及び負担金 2億7317万円

財産収入 1億2989万円

地方交付税
48億1600万円

国・県支出金
37億
8048万円

市債
6億530万円

地方譲与税
1億6325万円

その他各種交付金
6億3720万円

63.3％

36.7％

100億
223万円

 58億
847万円



令和4年度　一般会計予算性質別内訳表

人件費

２５億５７７万円 ２億７３７万円

物件費 維持補修費 扶助費 補助費等 投資的経費

２３億２３５１万円 ３２億４２６０万円 ２７億５８１１万円 １０億８８万円

積立金投資及び出資金

５億７３４０万円２億１０００万円 ７４万円

繰出金 公債費 貸付金 予備費 合　計

１４億４８０７万円 １４億９９９５万円 ４０３０万円 １５８億１０７０万円

5

一般会計
新予算

令和４年度

歳出予算
158億1070万円

うきは市議会だより No.69

令和 4年 4 月 30 日発行

◆総務費（17.0％）
　職員給与、地域コミュニティ推進、地
　方創生推進、徴税、選挙などに使われ
　るお金
◆民生費（37.0％）
　高齢者・障がい者福祉、児童福祉や保
　育所（園）、生活保護等に使われるお金
◆衛生費（7.0％）
　予防接種、総合健診、火葬場、ゴミ処
　理等に使われるお金

◆農林水産費（5.8％）
　農林業の振興、農地の整備、農林業担
　い手の育成、荒廃森林整備等に使われ
　るお金
◆商工費（2.0％）
　商工業の振興、観光の振興、公園の維
　持管理等に使われるお金
◆土木費（8.0％）
　道路・河川・橋梁・市営住宅等の新設
　整備や維持管理等に使われるお金
◆消防費（3.5％）
　消防署、消防団の運営、施設の維持管
　理、災害対策等に使われるお金
◆教育費（8.1％）
　小・中学校やスポーツ施設等の維持管
　理、学校給食、教育の振興、文化財保
　護、図書館等に使われるお金
◆公債費（9.5％）
　市債として借りたお金の返済に使われ
　るお金
◆その他（2.1％）
　議会費、災害復旧費、労働費、繰出金等 

一般会計
歳出合計
158億
1070万円

総務費
26億9527万円

民生費
58億4215万円

衛生費 11億1022万円

農林水産費 9億1470万円
商工費 3億1636万円

土木費 12億6029万円

消防費 5億5662万円

教育費
12億8769万円

公債費
14億9778万円

その他
3億2962万円
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　令和 4年 4月 30日発行

❶ 新型コロナウイルス感染症対策、早急のワクチン接種
❷ 「第 2次うきは市総合計画後期基本計画」「第2期ルネッサンス戦略」「第2次うきは市教育
　 大綱」「過疎地域持続的発展計画」の2年目、若年層の人口減少対策
❸ デジタル化
❹ 脱炭素化への対応

※ 新型コロナウイルス感染症、国内で感染が初めて確認されてから2年余りが経過しました。  今まさ
　 に感染者が高止まりしている状況です。
※ うきは市においても感染者が拡大し、未だ収束が見通せない状況が続いています。  この状況は、飲食
　 業、宿泊業をはじめ、市内経済にも多大な影響を与えています。

令和 4年度 当初予算の概要

「新型コロナウイルス感染症対策に伴う、令和4年度当初予算の主な独自支援策」
▼
う
き
は
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
発
行
事
業
（
地
域
経

済
の
活
性
化
）

　
　
　
　
　

３
８
５
０
万
円

 

電
子
商
品
券
販
売
額

　
　
　

１
億
５
０
０
０
万
円

 

発
行
日
：
５
月
１
日

※

プ
レ
ミ
ア
ム
率
25
％

購
入
額
１
人
あ
た
り
５
万
円

▼
う
き
は
宿
泊
・
日
帰
り
旅

行
補
助
事
業
（
観
光
産
業
の

回
復
）　　

  

３
０
０
０
万
円

助
成
額

 

・
１
人
あ
た
り
２
５
０
０
円  

 （
１
人
あ
た
り
５
千
円
以
上

１
万
円
未
満
の
宿
泊
・
日
帰

り
旅
行
）

 

・
１
人
あ
た
り
５
０
０
０
円 

 （
１
人
あ
た
り
１
万
円
以
上

の
宿
泊
旅
行
）

スマホ買い物券

▼
関
係
人
口
デ
ジ
タ
ル
統
合

化
事
業
（
コ
ロ
ナ
後
に
お
け

る
観
光
人
口
の
増
加
や
賑
わ

い
の
創
出
）
１
９
０
０
万
円

▼
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

（
捕
獲
活
動
の
取
組
強
化
）

　
　
　
　
　
　

１
５
１
万
円

市
か
ら
の
上
乗
せ
助
成
額

 

・
シ
カ
１
頭
に
つ
き

　
　
　

３
５
０
０
円×

30
頭

 

・
イ
ノ
シ
シ
１
頭
に
つ
き

　

３
５
０
０
円×

４
０
０
頭 筑後川温泉

総合福祉センター

移動販売車

シカ・イノシシ

▼
修
学
旅
行
キ
ャ
ン
セ
ル
料

等
支
援
金
（
保
護
者
負
担
を

支
援
）　　

  

１
４
９
４
万
円

 

・
小
学
校　
　

３
０
７
万
円

 

・
中
学
校　

１
１
８
７
万
円

▼
移
動
販
売
事
業
者
支
援
事

業
（
高
齢
者
等
の
買
い
物
需

要
に
対
応
す
る
た
め
、
継
続

し
て
移
動
販
売
事
業
を
行
う

事
業
者
支
援
）　　

  

72
万
円

燃
料
費
助
成
額

 

・
２
万
円×

12
カ
月×

３
事

業
者

▼
特
殊
詐
欺
対
策
機
器
購
入

補
助
事
業
（
自
宅
高
齢
者
を

消
費
者
被
害
か
ら
守
る
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

15
万
円

助
成
額

 
・
機
器
15
台×

１
万
円

▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ト
イ

レ
改
修
（
維
持
の
目
的
）

　
　
　
　
　

３
７
０
２
万
円

 

・
設
計
監
理
委
託
料

　
　
　
　
　
　

３
８
４
万
円

 

・
工
事
費　

３
３
１
８
万
円

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

金
（
就
労
に
よ
る
自
立
を
図

る
為
、
ま
た
、
そ
れ
が
困
難

な
場
合
に
は
円
滑
に
生
活
保

護
の
受
給
へ
つ
な
げ
る
た
め

に
支
給
）　  

３
１
１
４
万
円

▼
道
の
駅
う
き
は
施
設
整
備 

 （
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
対
応
可
能
な
空
調
改
修
）

　
　
　
　
　

２
８
８
５
万
円

 

・
設
計
監
理
委
託
料

　
　
　
　
　
　

２
７
９
万
円

 

・
工
事
費

　
　
　
　
　

２
６
０
６
万
円

予算特別委員会



Ｑ　

移
動
販
売
事

業
者
支
援
に
つ
い

て
、
高
齢
者
が
安

心
し
て
地
域
に
住

み
続
け
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
車
両
支
援
な
ど
、
販

売
の
巡
回
場
所
拡
大
や
市
民
の
客
層
を
増
や

す
よ
う
な
市
の
指
導
を
望
む
。

Ａ　

買
い
物
弱
者
対
策
へ
、
３
事
業
者
が
自

発
的
に
立
ち
上
が
っ
て
い
た
だ
き
、
事
業
者

と
は
広
域
連
携
協
議
会
の
場
を
設
け
て
、
定

期
的
に
意
見
交
換
し
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
事
業
者
の
困
り
ご
と
を
し
っ
か

り
受
け
止
め
、
こ
の
事
業
が
末
永
く
続
く
よ

う
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
。

Ｑ　

浮
羽
東
校
跡

地
の
処
分
、
動
き

が
見
え
な
い
。
更

に
、人
口
（
減
少
）

問
題
を
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
全
く
目
に
見
え

な
い
。

Ａ　

有
償
譲
渡
の
上
、
民
間
の
住
宅
宅
地
開

発
と
考
え
て
い
た
が
、
別
の
視
点
で
行
政
が

絡
ん
だ
、 

Ｐ
Ｆ
Ｉ
や
Ｐ
Ｐ
Ｐ
民
間
経
営
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
、
別
の
や
り
方
で
取
り

組
む
こ
と
を
所
管
で
検
討
中
で
あ
る
。

　

ス
ピ
ー
ド
感
が
な
い
と
言
う
こ
と
は
、
真

摯
に
受
け
止
め
て
い
る
。
た
だ
、
立
地
条
件

と
し
て
は
非
常
に
良
い
場
所
で
あ
り
、
し
っ

か
り
と
し
た
民
間
事
業
者
へ
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

Ｑ　

障
が
い
者
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
ど

う
思
っ
て
い
る
の

か
。

　

ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
、
古
い
施
設

や
道
路
で
は
進
ん
で
い
な
い
。
そ
こ
で
、
障

が
い
者
の
会
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、
障
が

い
者
の
希
望
・
要
望
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ　

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
社
会
的

障
壁
の
除
去
に
対
し
て
、
合
理
的
な
配
慮
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
務
を
追
っ
て
い
る

中
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含
め
て
対
応
を

し
て
い
く
。
ま
た
、
障
が
い
者
福
祉
団
体
の

皆
さ
ん
と
は
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
、
そ
う
い
う

視
点
で
意
見
を
聞
い
て
い
く
。

Ｑ　

学
校
の
３
学

期
制
を
２
学
期
制

に
す
る
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、
学
期
末

の
通
知
表
の
評
価

作
業
を
減
ら
し
、
教
員
の
負
担
が
軽
減
す
る

こ
と
で
、
質
の
高
い
授
業
に
つ
な
が
る
と
、

教
員
か
ら
の
要
望
が
あ
っ
て
い
る
。

Ａ　

学
校
の
２
学
期
制
に
つ
い
て
は
、県
内
・

全
国
的
に
移
行
し
て
い
る
が
、
逆
に
２
学
期

制
を
３
学
期
制
に
戻
し
て
い
る
市
町
村
も
あ

る
。
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
学

校
の
教
育
課
程
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る

か
、
学
校
と
協
議
を
し
て
い
く
。

7
うきは市議会だより No.69

令和 4年 4 月 30 日発行

❶ 「新しい生活様式」を踏まえたまちづくり ～ Society5.0 に向けた社会実装～
❷ 『SDGs』と『脱炭素化』持続可能な地域社会づくり
❸ 女性が輝くまちづくり ～若年層の人口減少対策～
❹ 地域経済の好循環を目指して
❺ 人材育成 ～新たな学びへの挑戦～

令和 4年度 市政運営の重点施策

そ
の
他
の
質
疑

▼
う
き
は
市
民
セ
ン
タ
ー
エ
ア
コ
ン（
空
調
）

　

機
能
に
つ
い
て

▼
指
定
金
融
機
関
業
務
委
託
料
の
倍
額
に
つ

　

い
て

▼
30
人
学
級
の
拡
大
に
つ
い
て

▼
小
・
中
学
校
教
員
の
定
数
欠
員
に
つ
い
て

▼
小
・
中
学
校
修
学
旅
行
に
つ
い
て

Ｑ　

超
過
勤
務
問

題
、
文
書
取
り
扱

い
の
規
定
が
で
き

た
こ
と
は
前
進
だ

が
、
タ
イ
ム
カ
ー

ド
の
破
棄
、
到
底
あ
り
得
な
い
な
か
、
サ
ー

ビ
ス
残
業
と
な
っ
て
い
る
。

　

結
論
と
し
て
、
30
人
学
級
と
少
人
数
学
級

の
設
置
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

Ａ　

超
勤
縮
減
、
働
き
方
改
革
の
指
摘
だ
が
、

非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
今
学
校
現
場

で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の

学
び
の
保
障
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
る
た
め
、
先

生
方
が
努
力
し
て
い
る
。

中野委員

竹永委員

熊懐委員佐藤湛委員

伊藤委員

令和4年度予算 主な総括質疑
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　令和 4年 4月 30日発行

市
内
公
園
設
置
は

そ
れ
も
一
つ
の
考
え
方
で
は
。

市
長
　
ご
指
摘
承
る
。

　

市
の
歴
史
を
後
世
に

上
野　

合
併
16
年
市
の
歩
み

本
出
版
の
考
え
は
。

市
長
　
し
か
る
べ
き
時
期
に
。

そ
の
他
の
質
問

・
子
ど
も
家
庭
庁
に
つ
い
て

・
不
登
校
問
題
に
つ
い
て

・
コ
ロ
ナ
禍
の
生
理
用
品
に

　

つ
い
て

し
て
い
る
。

上
野　

公
園
の
こ
と
は
12
年

間
言
い
続
け
周
り
の
社
会
状

況
も
変
化
し
て
き
た
。
プ
ラ

ス
面
で
は
子
育
て
し
や
す
く

親
子
や
高
齢
者
も
子
ど
も
を

見
て
元
気
で
若
い
夫
婦
が
振

り
向
く
公
園
は
住
み
た
い
市

と
な
り
、
人
口
増
に
繋
げ
て

い
け
る
の
で
は
な
い
か
。
公

園
に
は
市
立
、
県
立
、
国
立

公
園
と
い
ろ
ん
な
型
が
あ
り

全市民で楽しむ障がい者と創る公園を

上野 恭子議員
うえの　 きょうこ

公
園
整
備
検
討
部
会
に
て
議
論
を
重
ね
て
い
ま
す 

（
市
長
）

上
野　

市
内
公
園
は
要
望
も

多
く
障
が
い
者
、
福
祉
施
設

入
所
者
、
高
齢
者
、
小
中
学

生
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
周

辺
住
民
の
子
育
て
世
代
の
方

等
社
会
的
弱
者
の
繋
が
り
が

で
き
る
公
園
で
あ
っ
て
欲
し

い
と
思
う
が
。

市
長　

公
園
の
利
用
対
象
を

子
ど
も
や
子
育
て
世
代
の
み

な
ら
ず
全
世
代
型
公
園
と
の

御
指
摘
を
頂
い
た
。

上
野　

市
の
高
齢
化
率
は
約

35
％
、
障
が
い
者
は
１
７
０

０
名
程
度
い
る
。
健
常
者
中

心
の
考
え
は
取
り
除
き
、
全

市
民
を
対
象
に
考
え
て
い
く

べ
き
と
思
う
。

市
長
　
公
園
の
規
模
内
容
を

ど
う
す
る
か
、
場
所
を
ど
こ

に
設
置
す
る
か
、
公
園
を
ど

ん
な
形
で
管
理
す
る
の
か
を

し
っ
か
り
煮
詰
め
て
検
討
を

市政を問う！
　一般質問は、議員が市政全般について、さまざまな課
題や方針を問うものです。
　掲載している内容の動画は、議会ホームページから、
You Tube（ユーチューブ）でご覧いただけます。

令和４年 ３月定例会  一般質問
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一 般 質 問

職員・入所者への検査充実を

重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
基
礎
疾
患
を

　
　
　
　
　
有
す
る
小
児
に
対
し
て
は
望
ま
し
い 

（
市
長
）

組
坂　

健
康
な
子
ど
も
た
ち

へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
必
要

性
の
根
拠
は
。

市
長　

基
礎
疾
患
が
あ
る
小

児
を
把
握
し
づ
ら
い
こ
と
。

報
道
に
よ
り
小
児
の
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
７
割
が
希
望
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
接
種
券

を
送
付
し
て
い
る
。

組
坂　

保
護
者
に
対
し
、
小

児
の
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
・

リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
分
か
り

や
す
い
情
報
発
信
す
べ
き
で

は
。

市
長　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
掲
載
や
小
児
接
種
の
案
内

通
知
に
厚
生
労
働
省
の
お
知

ら
せ
や
ワ
ク
チ
ン
説
明
書
を

同
封
す
る
な
ど
、
適
切
に
有

効
性
、
安
全
性
の
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
る
。

組
坂　

子
ど
も
た
ち
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
対
す
る
有
効
性

と
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
市
長

の
考
え
は
。

市
長　

有
効
性
に
つ
い
て
は
、

発
症
や
重
症
化
を
防
ぐ
と
い

う
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
特

に
基
礎
疾
患
が
あ
る
子
ど
も

に
は
有
効
だ
と
思
っ
て
い
る
。

組
坂　

子
ど
も
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
あ
っ
て
は
、「
思
い
や

り
ワ
ク
チ
ン
」
と
い
っ
た
情

報
発
信
す
る
よ
う
な
社
会
で

は
い
け
な
い
と
思
う
の
で
、

慎
重
な
る
対
応
を
お
願
い
す

る
。

そ
の
他
の
質
問

・
水
質
検
査
等
に
よ
り
、
有

　

毒
性
が
基
準
値
を
上
回
る

　

家
庭
用
井
戸
水
を
使
用
し

　

て
い
る
世
帯
へ
の
対
応
に

　

つ
い
て

・
浸
水
対
策
に
つ
い
て

健
康
な
子
ど
も
た
ち
へ

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
必
要
か

岩
淵　

今
ま
で
に
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
接
種
を
受
け
、

心
配
さ
れ
る
方
が
沢
山
い
る
。

接
種
と
補
償
・
相
談
は
分
け

て
設
置
出
来
な
い
か
。

市
長　

ワ
ク
チ
ン
対
策
室
と

救
済
制
度
と
は
制
度
上
違
う

か
も
知
れ
な
い
が
一
連
の
流

れ
な
の
で
一
体
で
対
応
す
る
。

岩
淵　

副
反
応
に
つ
い
て
、

う
き
は
市
で
把
握
で
き
る
報

告
の
流
れ
が
あ
る
の
か
。

市
長　

副
反
応
は
接
種
後
に

二
、
三
日
続
く
こ
と
か
ら
全

体
数
を
把
握
す
る
こ
と
は
困

難
。

岩
淵　

５
歳
以
上
は
努
力
義

務
で
は
な
い
が
接
種
の
案
内

を
行
政
が
行
っ
て
い
る
。
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
弱
い

の
で
は
な
い
か
。

市
長　

予
防
接
種
法
上
努
力

義
務
規
定
で
あ
り
、
本
人
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
健
康
被
害

　
救
済
制
度
の
説
明
は
ど
こ
か

ワ
ク
チ
ン
対
策
室
が
受
け
て
い
る 

（
市
長
）市

長　

保
育
士
の
確
保
が
困

難
で
久
留
米
広
域
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

の
案
内
を
検
討
し
て
い
る
。

岩
淵　

高
齢
者
・
障
が
い
者

施
設
内
感
染
対
策
の
検
査
へ

の
助
成
を
求
め
る
。

市
長　

接
種
が
完
了
し
て
お

り
、
市
が
独
自
検
査
実
施
の

助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

自
己
決
定
権
に
基
づ
く
も
の

で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
と

承
知
し
て
い
る
。

　

市
民
が
適
切
に
判
断
で
き

る
よ
う
最
大
限
考
え
て
い
く
。

岩
淵　

学
童
保
育
所
及
び
保

育
園
が
休
所
・
休
園
の
場
合
、

臨
時
に
公
共
施
設
等
で
代
替

え
保
育
が
で
き
る
よ
う
整
備

を
。

組坂 公明議員
くみさか　きみあき

岩淵 和明議員
いわぶち　かずあき

【PCR 検査】：ウイルス遺伝子の有無を検査

①鼻の粘膜や唾液
検体を採取検体を採取

②PCR 検査試薬を利用して
遺伝子を増やす遺伝子を増やす

③検査機器を用いて
コロナ遺伝子を見つけ出すコロナ遺伝子を見つけ出す
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農
業
生
産
基
盤
組
織
の
確
立
を

現
組
織
の
強
化
、
組
織
の
な
い
地
域
に
は
地
域
が
中
心
と
な
る

　
　
　
新
し
い
営
農
組
織
の
立
ち
上
げ
が
重
要
で
あ
る 

（
市
長
）

う
き
は
警
察
署
に
要
望
し
た
の
で

　
　
　
　
　
　
検
討
が
な
さ
れ
る
と
思
う 

（
市
長
）

竹
永　

県
の
補
正
予
算
中
、

通
学
路
緊
急
安
全
対
策
16
億

３
９
５
０
万
円
の
中
に
う
き

は
市
の
対
策
分
は
入
っ
て
い

る
の
か
。

住
環
境
建
設
課
長　

県
道
の

道
路
管
理
に
関
す
る
予
算
だ

と
思
わ
れ
る
。
う
き
は
市
分

は
確
認
す
る
。
市
道
は
国
の

防
災
・
安
全
交
付
金
で
対
応

し
て
い
る
。

竹
永　

４
年
前
か
ら
通
学
路

の
安
全
策
に
つ
い
て
質
問
し

て
き
た
。
当
時
、
は
っ
き
り

し
て
い
た
横
断
歩
道
も
消
え

か
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

吉
井
小
の
六
鼓
橋
前
横
断
歩

道
と
西
鉄
営
業
所
か
ら
小
学

校
ま
で
の
路
側
線
。

千
年
小
の
能
楽
の
横
断
歩
道

と
学
校
前
の
横
断
歩
道
設
置
。

福
富
小
の
千
草
保
育
園
前
と

西
福
益
団
地
と
ふ
る
さ
と
の

農
道
と
の
交
差
点
横
断
歩
道

設
置
。

江
南
小
は
学
校
前
と
太
田
の

横
断
歩
道
。

御
幸
小
の
学
校
前
と
Ｊ
Ｒ
踏

切
手
前
の
横
断
歩
道
設
置
。

住
環
境
建
設
課
長　

道
路
管

理
者
、
警
察
、
学
校
と
連
携

し
て
行
っ
て
い
る
。

竹
永　

八
街
市
の
悲
惨
な
交

通
事
故
が
あ
っ
た
の
に
、
う

き
は
市
交
通
安
全
対
策
協
議

交
通
事
故
多
発
の
富
永
工
業
団
地
南
の

信
号
機
設
置
要
望
の
そ
の
後
は

野
鶴　

中
山
間
地
等
に
お
い

て
は
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る

地
元
の
方
を
中
心
に
し
た
営

農
組
合
の
組
織
化
は
非
常
に

重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
一

番
は
そ
れ
を
進
め
る
指
導
者

が
必
要
と
思
う
。
こ
の
こ
と

を
推
進
す
る
た
め
に
は
市
と

Ｊ
Ａ
に
じ
が
中
心
と
な
っ
て

や
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。
市
の
農
林
振
興
課
に
人

材
を
増
や
し
て
取
組
み
を
推

進
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

市
長　

農
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
が
、

若
い
人
が
農
業
に
い
そ
し
む

よ
う
な
施
策
を
打
っ
て
い
き

た
い
。
農
林
振
興
課
が
中
心

と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、

農
村
施
策
、
地
域
施
策
は
農

林
振
興
課
だ
け
の
問
題
で
は

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
全
て

の
課
に
ま
た
が
る
話
で
あ
る

の
で
、
全
係
長
を
集
め
て
、

国
の
動
き
、
持
続
的
低
密
度

社
会
実
現
の
た
め
の
説
明
会

も
行
っ
て
き
た
。
そ
の
中
で

 

「
地
域
経
営
組
織
」
を
つ
く

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
そ
こ
に
民
間
の
優
秀
な

人
材
を
活
用
し
て
組
織
化
す

る
こ
と
が
大
き
な
課
題
だ
と

認
識
し
て
い
る
。

野
鶴　

こ
の
４
年
間
実
態
と

し
て
進
ん
で
は
い
な
い
。
ま

さ
に
そ
れ
を
早
急
に
具
現
化

し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
う
き
は
市
の
児
童
公
園
整

　

備
計
画
は

・
公
園
の
整
備
や
管
理
に
、

　

民
間
活
力
の
導
入
は

誰が守っていくのか中山間地の農業

竹永 茂美議員
たけなが　  しげみ

野鶴 　修議員
のづる　　　おさむ

富永工業団地とふるさと農道との交差点は
新しくなったが信号機設置はいつ？

会
が
５
年
間
開
催
さ
れ
な
か

っ
た
原
因
と
今
後
の
対
応
は
。

市
民
協
働
推
進
課
長　

い
つ
、

ど
ん
な
時
に
開
催
す
る
か
が

明
確
で
な
か
っ
た
。
う
ま
く

引
き
継
が
れ
て
い
な
か
っ
た
。

竹
永　

焼
却
炉
建
設
問
題
は
。

市
長　

広
域
処
理
、
一
部
処

理
委
託
、
市
単
独
が
あ
る
が

現
段
階
で
具
体
的
な
進
展
は

な
い
。



委
員
長

佐
藤
　
裕
宣

副
委
員
長

野
鶴
　
修

竹
永
　
茂
美

鑓
水
　
英
一

伊
藤
　
善
康

組
坂
　
公
明
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広
報
広
聴
委
員
会
を
振
り
返
っ
て

●
広
報
広
聴
委
員
と
し
て
主
に
表
紙
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
表
紙
紹
介
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
若

手
農
業
者
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
坂
　
公
明

●
一
番
遅
く
、
広
報
広
聴
委
員
に
な
り
２
年
間
の
任
期
で

し
た
。

　

議
会
基
本
条
例
に
あ
る
よ
う
に
、「
積
極
的
に
そ
の
有
す

る
情
報
を
発
信
」し
、「
市
民
と
情
報
及
び
意
見
交
換
の
場
」

で
広
聴
し
た
り
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
永
　
茂
美

●
１
年
５
カ
月
、
新
企
画
で
の
途
中
参

加
で
し
た
が
、
新
た
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
日
４
月
30
日
を

も
っ
て
、
議
員
の
任
期
満
了
と
な
り
ま

す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
本
当
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鑓
水
　
英
一

●
広
報
広
聴
委
員
会
の
一
員
と
し
て
、

議
会
の
様
子
等
わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ

く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
　
善
康

●
4
年
前
広
報
広
聴
委
員
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
先
輩

議
員
の
ご
指
導
の
も
と
、
年
4
回
の

議
会
終
了
後
、
編
集
作
業
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
一
年
が
過
ぎ

た
57
号
か
ら
、
よ
り
イ
ン
パ
ク
ト
の

あ
る
広
報
誌
に
変
え
る
た
め
、
表
紙

を
一
新
い
た
し
ま
し
た
。
快
く
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
団
体
の
皆
様
、

そ
の
節
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

3
年
目
か
ら
は
、
委
員
長
と
い
う

大
役
を
拝
命
し
委
員
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
、
よ
り
読
み
や
す
い
広
報
誌
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
つ
も
り
で

す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
特
集
と
し
て
「
市
民
の

声
」
を
新
設
い
た
し
ま
し
た
。

　

思
い
出
深
い
委
員
会
活
動
で
し
た

が
、
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
今
の

メ
ン
バ
ー
で
の
紙
面
づ
く
り
は
今
回

の
69
号
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
す
。

　

ご
愛
読
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
様
、

支
え
て
い
た
だ
い
た
委
員
の
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、
退
任
の
ご

挨
拶
と
し
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

委
員
長
　
佐
藤
　
裕
宣

●
市
議
会
議
員
に
な
っ
て
「
広
報
広
聴

委
員
会
」
の
委
員
と
し
て
４
年
間
頑
張

っ
て
き
ま
し
た
。

  「
議
会
だ
よ
り
」
に
関
し
て
は
、
議
員

に
な
る
前
か
ら
も
っ
と
市
民
に
親
し
ま

れ
る
広
報
誌
に
で
き
な
い
も
の
か
と
常

々
思
っ
て
い
た
の
で
、
自
分
自
身
が
広

報
広
聴
委
員
に
な
っ
た
こ
と
で
い
ろ
ん

な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
以
前
よ
り
読
み
や
す

い
広
報
誌
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

副
委
員
長
　
野
鶴
　
修
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　主人亡き後、ふるさ
とのうきは市に戻って
一人暮らしをしていま
す。  畑仕事が生き甲斐
です。

都甲 寿美子さん
 （うきは市吉井町）

市民の声 Ｑ ：うきは市の印象は

Ａ ：  うきはで生まれ育ち朝倉に嫁ぎました。主人亡き後、うきはに帰って来た当時は正

直何もないまちだと思っていました。しばらく暮らしていると、市民の方がいろいろな

行事を企画し行動に移す様子などが見えてきました。素晴らしいことだと思います。た

だ少子高齢化、過疎化が進み全てが思うようにできないこともあります。

　印象として実感するのは空き家が増えているということです。活用方法など市はもっ

と議論を高めてほしいです。　

Ｑ ：これからのうきは市に期待することや、やってほしいことは

Ａ ：  観光に来られた方に「またうきは市に行ってみたい。」と思われるような取組みが

大切だと思います。食事ができるところが少ないとの声も耳にしたことがあります。お

客さんのニーズをつかんでリピーターを増やしていただきたいと思います。　

Ｑ ：うきは市議会に対する要望は

Ａ ：  市の行事やイベントの際、議員さんの姿をあまり見かけたことがありません。もっ

と足を運んで市民の皆さんと触れ合って、生の声を聞いていただきたいと思います。　

議
　
　
長
　
　
　
　
　
　    

　
中
野
　
義
信

委
員
長
（
副
議
長
）　
　  

　
佐
藤
　
裕
宣
　

副
委
員
長
　
　
　
　
　
　
　
　
野
鶴
　
　
修

委
　
　
員
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
善
康

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑓
水
　
英
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
永
　
茂
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
坂
　
公
明

発
行
責
任
者

広
報
広
聴
委
員
会

編
集
後
記

6月議会定例会は ６月10日（金曜日） 開催予定です。
◆一般質問は ６月13日（月）・14日（火）の２日間行われる予定です。
◆インターネットのライブ配信と録画配信もおこなっています。

議会を傍聴しませんか

　

第
５
期
う
き
は
市
議
会
も
、
令
和
４
年
３
月

23
日
に
定
例
会
を
閉
会
し
、
４
年
間
の
任
期
が

終
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
４
年
間
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
令
和
２
年
１
月
に
発
生
し
た
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
の
猛
威
に
よ
っ
て
、

世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
追
わ
れ

た
後
半
の
２
年
間
で
し
た
。

　

更
に
は
本
年
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

軍
事
侵
攻
も
勃
発
し
、
今
や
世
界
の
平
和
や
経

済
は
、
崩
壊
の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。
こ
ん

な
時
代
に
接
し
た
今
こ
そ
、
う
き
は
市
で
の
平

穏
な
日
々
を
本
当
に
幸
せ
だ
と
思
う
の
は
私
だ

け
で
し
ょ
う
か
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
４
年
間
「
市

民
の
人
に
親
し
ま
れ
、読
ま
れ
る
広
報
づ
く
り
」

と
い
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
い
ろ
ん
な
事
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
更
に
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
っ
と
市
民
の
皆
様
に

愛
さ
れ
る
「
議
会
だ
よ
り
」
を
お
届
け
し
て
も

ら
う
こ
と
を
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
に
期
待
し
て

い
ま
す
。　
　

   　
　
　
　
　
　

 （
野
鶴　

修
）

『株式会社ダダダカンパニー』
 森　光平さん

（うきは市浮羽町朝田）

　レナトマト（ミニトマト）を栽培しており、対面販売を通してお客様と繋がれる農業

を営んでいます。  先日とあるお客様に言われました。笑顔で『食欲が湧いてきた、救わ

れた』と。お客様はそれぞれ、色んな表現で返してくれます。レナを使った加工品を作っ

て持ってきてくれたり、相談にのってくれたり、美味しかったよー！の言葉をくれたり、

ご飯に連れて行ってくれたり、皆様のあったかい気持ちに、笑顔に、僕も救われてます。

　こっちからの一方通行になってなかった。あぁ、これがモノを作るってことなんだ。

心の底からレナトマトを作ってて良かったと思いました。

（今後の目標）

 　他産地の農家さんと協力し、日本全国に美味しいものを通してお客様の笑顔の環を作

れるよう活動しています。皆様にとって特別なトマトになれますように。

表紙の紹介
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